
ふれあいレター大募集！ 
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※社協ホームページでもご覧いただけます。 

 

おうちでできるボランティア！ふれあいレター 
高齢者施設の皆さんに心のこもった「残暑見舞い」を送ろう！ 

ハガキ１枚からできるボランティアです。 

①ハガキを書く！ 

ハガキサイズの紙（画用紙でもＯＫ！）

に、季節の挨拶やメッセージ・イラス

ト、学校名を書いてください。 

※届け先に希望があれば、施設名を書

いてください。 

※自分の住所・氏名は書かないでくだ

さい。 
 

③市内の高齢者施設に届く！ 

ボランティアセンターが各施設にお届けします。 
 

②ボランティアセンターに送る！ 

完成したハガキを封筒に入れてボラン

ティアセンターまで郵送（または持参）

してください。８月 15 日必着 

送り先：〒206-0804 稲城市百村７ 

ボランティアセンター 

昨年は２３１枚 

集まりました！ 

今年もご応募 

お待ちしています 

届け先 

いなぎ苑 

いなぎ正吉苑 

ＮＰＯ法人支え合う会みのり 

ハーモニー松葉 

喫茶ポーポーの木 

ひらお苑 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアセンターが主催する、中高生を中心としたボランティア体験の機会

「夏！体験ボランティア 2022」が７月 25日からスタートしました。 

コロナ禍のため、例年よりも規模を縮小しての開催ではありますが、 

多くの方がボランティアグループや保育園、ふれあいセンターなどで 

ボランティア体験に参加します。７月下旬、早速活動がありました。 

ある日の夏体験ボランティア 

「声のサークル こだま」～音訳体験～ 

♪こだまの活動って？♪ 
視覚障害者の方へ活字情報を音訳

し、CD にして届けています。図・写

真などを声に出して読むのは 

難しいですが、自分の声を改めて 

聞くのも新鮮です。 

情報発信の手助けをしてみません

か。～「声のサークル こだま」 

参加者へのメッセージより～ 

７月 25 日、福祉センターで開かれた「声のサークル こだま」の 

夏！体験ボランティアには、４人が参加しました。 

こだまのメンバーから音訳の心得や必要な技術について教わった

後、「ふれあい通信」の６月号を実際に読む体験をしました。 

２０２２年度 夏！体験ボランティア 

コロナ禍で例年よりも規模を縮小しての開催ではありますが、 

市内の保育園や高齢者施設、ボランティアグループなど合わせて 

24 の活動先にご協力いただいております。 

また、中高生を中心に約１００人がボランティアとして 

参加を予定しています。 

ある日の夏体験ボランティア 

「手話サークル いなぎ」 ～手話体験～ 

７月 26 日には「手話サークル いなぎ」の夏！体験ボラン

ティアがありました。中高生 11 人が参加し、自分の名前や

合唱曲「翼をください」の手話を学びました。 

＜参加者からの声＞ 
▼音訳 
・より正しく伝わるよう考えながら録音 
 していてすごいと思った 
・図を声に出して表すのが難しかった 
▼手話 
・手話を身近に感じることができた 
・耳が聞こえていても場面によっては 
手話ができると便利になると思った 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉体験サポーター養成講座】 

市内の小・中学校では子どもたちが福祉に関

心を持ち、理解を深めていくことを目的に、

「福祉教育」を行っています。サポーターは

講師として、福祉教育の車いすや白杖の体験

授業に携わります。 

▼日時 10月 17日～31日の毎週月曜 

 午後１時 30分～午後３時（３回連続講座） 

▼対象 全３回参加でき、受講後福祉体験サ

ポート「一歩」に所属してボランティア活動

を継続できる方 

▼定員 12人程度 

▼参加費 無料 

▼会場 福祉センター 

 

【点訳ボランティア養成講座】 
点訳ボランティアは視覚障害の方向けに文章

を点字にしたり、学校で点字学習のサポート

をしたりします。 

▼日程 ９月 15日～10月 20日の毎週木曜 

    午前 10時～正午（６回連続講座） 

▼対象 ①全６回参加でき、受講後点訳ボラ

ンティアグループ「六点の会」に所属して 

ボランティアを継続できる方  

②パソコンを持参できる方 

▼定員 12人程度 

▼参加費 600円程度（テキスト代等実費） 
▼会場 福祉センター 

【災害ボランティア入門講座】 
「稲城市の災害ボランティアになろう」 

災害ボランティアは地震や台風といった自然

災害が発生した際に、被災地で様々な活動を

担います。 

▼日時 ９月 10日㈯ 午前 10時～午後３時 

▼対象 市内在住・在勤で災害ボランティア

活動に関心がある方 

▼定員 30人程度（先着順） 

▼参加費 無料 

▼会場 福祉センター 

 

昨
年
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座
の
様
子 

ボランティアセンター
からの活動レポート カリタス女子高校の昨年度の３年生が卒業制作として作った 

ステンドグラスが届きました。 

例年は奉仕体験の一環で施設訪問や街頭募金をしているそう

ですが、コロナ禍で活動が制限されるなか、ボランティアの

方々を元気づけようとご寄付くださいました。 

ステンドグラスは福祉センター内のあちこちに飾っており、 

館内を明るく彩ってくれています。 

お立ち寄りの際はぜひご覧ください。 



９月のプチハンズ  

 

 

お問い合わせは 

稲城市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

電 話：０４２－３７８－３８００   

ＦＡＸ：０４２－３７８－４９９９ 

メール：vc@inagishakyo.org 

◆◇ボランティア募集◇◆ 

◎児童養護施設のお子さんのフレン

ドホーム(調布市) 

児童養護施設に入所している概ね２歳～

18 歳のお子さんを、週末や長期休暇中に

数日間ご家庭でお預かりしてくださる、フ

レンドホームになっていただけるご家庭を

募集しています。 

 

▽お問い合わせ 

 （福）六踏園 調布学園 

   第二調布学園 

     フレンドホーム担当 

（調布市富士見町 3-18-1） 

 TEL 042－483-7611 

 

 

 

目の不自由な方へ 

点訳・音訳ボランティアグループのご協

力により「本紙の点訳物・音訳ＣＤ」を

お届けします。 

募 集 コ ー ナ ー 
インフォメーション 

◆◇福祉なんでも相談会◇◆ 
「どこに相談をすれば良いのか分からない」 

「ご近所で気になる人がいる」…… 

生活上の心配ごとや困りごとはありませんか？ 

当協議会の専門の相談員がお話を伺います。 

お気軽にご相談ください。※秘密は守られます。 

▼日時 

①８月 22日㈪ 午前 10時～正午 

②８月 30日㈫ 午前 10時～正午 

▼場所 

①矢野口自治会館 

②ふれあいセンター大丸 

（オーエンス健康プラザ内） 

▼予約不要 

 

小さくまとめられます 

８月は 

お休み！ 

プチハンズはボランティアの方が講師となり、 

月１回行っている手芸の講習会です。 

地域の手芸ボランティアの育成を目的に開催しています。 

▼日時 ９月 28日（水） 

午後 1時 30分から ※受付 午後 1時～ 

▼会場 福祉センター2階 

▼持ち物 裁縫道具 

▼申し込み受付期間 

９月 13日（火）～９月 27日（火） 

▼定員 20人（先着順） 

▼申し込み・問い合わせ 

 ボランティアセンター ☏378‐3800 

※マスクの着用と咳エチケットをお守りください。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底 

して安全に開催するため、事前申込制とさせて 

いただきます。 

 

 

９月は「エコバッグ」を作ります 

この旗が 

目印です 


